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臨床に役立つ雑誌⑩ 一臨床病理－

石 原 明 徳

病理は疾病の本態、原因を究明することを

目的とした医学の一分野であり、研究対象に

よって大きく基礎病理と臨床病理に分けるこ

とができます。前者は実験病理とも呼ばれ、

今日では遺伝子解析を中心とした分子病理学

が研究の主流になっています。他方臨床病理

は人体病理、診断病理ともよばれ、日常の臨

床医学にとって重要な診療部門のひとつです。

診療を円滑にし、安全かつ健全な医療を保証

し、患者生命の保全のために大切な役割を果

たしています。病理診断業務には組織診、細

胞診、病理解剖、電子顕微鏡検査、免疫組織

化学検査があり、具体的に光学顕微鏡、電子

顕微鏡あるいは免疫組織化学などの技法を用

いて、患者から採取された細胞・組織から得

られる生体情報をもとに疾病の診断、治療法

の選択の指針、および治療の効果判定などを

行ないます。従って臨床各科の広範な疾病に

ついて臨床経過、治療法、予後、検査法の意

義について理解しておくことが要求され、病

理以外の専門誌にも目を通し、日進月歩の医

学的知識を吸収しておくことが大切です。

臨床検査診断の広範な分野の紹介は、紙面

の制限があるため割愛させていただき、ここ

では病理検査に関連する雑誌について紹介す

ることにします。

３。病理診断に関連する雑誌

病理一般雑誌のうち、日常の病理診断に役

立つ雑誌としては「ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌ ｏｆ

Ｓｕｒｇｉｃａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ」「ＨｕｍａｎＰａｔｈｏｌｏｇｙ」

－１４１－

臨床病理に関連する雑誌について

１．はじめに

最近の遺伝子、分子生物学を中心とする医

学・生物学の発展はめざましく、日々膨大な

量の情報が蓄積されつつあります。この中に

は診断や治療に応用できる成果が着実にみら

れます。臨床応用可能な成果を患者さんに

とって利益になるように還元するのがわれわ

れ臨床医の役目です。

新しい医学的知識や研究成果を知る手段の

主なものは学会への参加と医学雑誌でありま

しょう。しかし、忙しい臨床の現場では学会

への参加はままならず、おのずと医学雑誌が

情報源として重要になってきます。市中病院

に勤務する病理医としてどのように情報を入

手しているかを述べてみます。

２．臨床病理とは

臨床病理という用語は、漠然と分かっては

いても、内容を理解できていない人がいるの

ではないでしょうか。臨床病理（Ｃｌｉｎｉｃａｌ

ｐａｔｈｏｌｏｇｙ）は、血液検査をはじめ臨床化学、

免疫・血清検査、微生物検査、遺伝子検査、

そして病理検査などを包括した検査医学の総

称として用いられる場合があり、臨床検査

（Ｃｌｉｎｉｃａｌｌａｂｏｒａｔｏｒｙ）ともいわれています。

一方、臨床検査の１分野である病理検査を

臨床病理と呼ぶ場合があります。これは基礎

病理に対する言葉として用いられ臨床に役立

つ病理を意味しています。
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「Ｈｉｓｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ」があります。病理形態学的

診断を中心に、免疫組織化学、超微形態所見、

臨床経過、予後などが詳しく報告されており、

病理医であれば必ずといって もいいほいど目

を通す雑誌です。「ＶｉｒｃｈｏｗｓＡｒｃｈｉｖ」も同系

の雑誌で、免疫組織化学についてのデータが

多く掲載されています。「ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆ

ＣｌｉｎｉｃａｌＰａｔｈｏｌｏｇｙ」は病理をはじめ臨床化

学、血液学、感染症など臨床検査全般につい

ての論文が掲載されていて広義の臨床病理の

内容を もった雑誌です。臨床 検査の測定方法

やデータの解釈のしかたなど、日々の診療に

役立つ内容のものが多い。日本病理学会の機

関誌「Ｐａｔｈｏｌｏｇｙｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ」にも病理診

断に関 する報告が増えて きました。

和雑誌では「病理と臨床」を最 も活用して

います。臨床のための病理を 意識した数少な

い和雑誌の一つで、内容も充実しています。

各号に特集記事が編集され、テーマごとに整

理されているので、後の文献検索に便利で す。

各地で活躍している一人病理医の紹介や、病

理医間の意見交換のコーナーもあり楽しめま

す。「病院病理」は日本病理医協会が交 見会

で検討した症例を短報形式で収録したもので

あり、討論内容を含めた記載がなされていま

す。その他、「ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ」

「ＬａｂｏｒａｔｏｒｙＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ」は細胞生物学

や分子生物学に関するレベルの高い研究論文

が多く掲載されています。

腫瘍を専門に扱った雑誌には、「Ｃａｎｃｅｒ」

があります。原著論文や症例報告は病理診断

に大変参考になります。「ＣａｎｃｅｒＲｅｓｅａｒｃｈ」

は、ベーシックな研究論文が大半で、臨床 に

直結した論文は姉妹本の 「Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｃａｎｃｅｒ

Ｒｅｓｅａｒｃｈ」に、まとめられています。「Ｂｒｉｔｉｓｈ

Ｊｏｕｒｎａｌ Ｃａｎｃｅｒ」 「ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＪｏｕｒｎａｌ

Ｃａｎｃｅｒ」 も分子生物学に関す る論文が ほと

んどです。「Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｃａｎｃｅｒ

Ｒｅｓｅａｒｃｈ」には病理診断に参考となるものも

ありますが、どちらかというと研究が主体の

ものです。和雑誌の「癌の臨床」「乳癌の臨

床」には症例報告が多いので、症例を チェッ
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クしておきます。

細胞診は婦人科、呼吸器、泌尿器などの剥

離細胞診が対象でありましたが、近年は、細

い針を用いた穿刺吸引細胞診を積極的に行な

うようになり、ほとんどの臓器の細胞診が可

能となり診断精度も向上しています。患者の

身体的負担が少なく安全でしかも安価な検査

法として普及しています。和雑誌では「日本

臨床細胞学会雑誌」、欧文では「Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ

Ｃｙｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ」 「Ｃｙｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ」 「Ａｃｔａ

Ｃｙｔｏｌｏｇｉｃａ」があります。いずれも総説や症

例報告を主として構成されています。かつて

「Ｃａｎｃｅｒ」に掲載されていた細胞診の論文は

「Ｃａｎｃｅｒ；Ｃｙｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ」に分冊（Ｖｏ１．８１よ

り）され、大変便利になりました。穿刺吸引

細胞診を中心とした総説論文が掲載されてい

ます。

電子顕微鏡検査は、細胞組織の微細構造を

観察することによって、病理診断をより正確

にする補助検査として実施されます。専門誌

として、「 Ｕｌｔｒａｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ 」

「 ＪｏｕｒｎａｌｏｆＥｌｅｃｔｒｏｎＭｉｃｒｏｓｃｏｐｙ 」と。

「ＭｅｄｉｃａｌＥｌｅｃｔｒｏｎＭｉｃｒｏｓｃｏｐｙ」がありま

す。「ＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｌｔｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ 」は研究

論文が主流です。

免疫組織化学検査は抗原一抗体反応を利用

して組織、細胞、細胞膜などに存在する抗原

を目にみえる形で検出するものです。診断精

度を上げる補助手段として、またより決めの

細かい病理診断を可能とし、病態の理解度を

高める検査法として普及しています。免疫組

織化学、細胞化学のみを扱った専門誌は見当

たりません。病理や腫瘍関連雑誌の総説や特

集記事で報告されているものを参考にして、

整理していきます。「 Ｃａｎｃｅｒ 」「Ａｍｅｒｉｃａｎ

Ｊｏｕｒｎａｌ０ｆＳｕｒｇｉｃａｌＰａｔｈｏｌｏｇｙ」「 Ｈｕｍａｎ

Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ 」「Ｈｉｓｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ 」「Ｖｉｒｃｈｏｗｓ

Ａｒｃｈｉｖ」、「病理と臨床」などに多く掲載され

ています。

４。病理診断に直接関連しない雑誌

病理関連以外の雑誌に目を通し、情報の網
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を張り巡らすことが病理医には必要です。

「 Ｌａｎｃｅｔ 」「 ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ」の一流誌は欠かせません。「医学

のあゆみ」のメディカルトピックスは要領よ

くまとめられていますし、「内科」「日本臨

床」「最新医学」などの和雑誌の特集には目

を通しています。

また、病理医と臨床医の接点となるのが、

ＣＰＣ（Ｃｌｉｎｉｃｏｐａｔｈｏｌｏｇｉｃａｌｃｏｎｆｅｒａｎｃｅ 臨

床病理検討）です。症例の臨床症状、検査所

見の解釈、治療法の適否、病理所見を検討し、

疾患を総合的に理解するとともに反省し、診

療の質の向上に欠かせないもののひとつです。

「ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ」や、

「ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ」に掲載さ

れている ＣＰＣは各科の専門医によるディス

カッションの内容、病理診断に至る検査値の

解釈や考え方は病理医にとって大変勉強にな

ります。またテーマとなった疾患の最先端の

考え方を知ることができます。

病理は形態学的診断を基本としており、形

態に関する情報を必要とするのは当然であり

ますが、観察する標本の善し悪し（出来具

合）がとても大切です。生体から得られた細

胞・組織をそのまま顕微鏡で観察するわけに

はいきません。標本を固定し、薄切し、染色

してはじめて観察できます。病理標本の作成

にはヒトの手作業に頼る部分がまだ残ってお

り、作成過程の技術がまずいと診断不可能と

なったり、判定ミスや誤診の原因になります。

すなわち標本作成技術とその精度管理が重要

なのです。技術や精度管理、精度保証を専門

的に扱った雑誌は見当たりませんが「Ｍｅｄｉｃａｌ

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 」「臨床検査」「病理と臨床」に

技術講座としてシリーズで掲載されています。

将来、技術革新にともなって新しい手技、工

夫や検査法が開発されると予想され、標本を

作成する臨床検査技師の技術の向上に欠かせ

ない情報であるとともに、われわれ検査に携

わる医師にとっても大変参考になります。近

年医療の質が問われるようになり、かつてあ

まり重要視されていなかった病院で実施され

る検査の精度管理や精度保証がクローズアッ

プされてきています。米国などと比較してこ

の分野の立ち遅れが目立っており、関連記事

の充実が望まれます。

５。おわりに

病理医の仕事のうち、半分は読書に時間を

割いていると言っていいでしょう。それでも

すべての雑誌に目を通すことは物理的に不可

能であります。おびただしい情報をいかに効

率よく整理し、迅速に間違いのない知識を取

得していくかは、臨床医にとって共通した悩

みです。現在、文献の検索は、ＭＥＤＬＩＮＥや医

学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版を利用していて、かつて

のＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓ と医学中央雑誌を使っての

手作業のころに比べれば随分楽になりました。

しかしこの検索手段も今やインターネットに

取って変わろうとしています。幸いインター

ネットの導入にかかる経済的負担は軽くなり

個人でも支払いうる金額になってきました。

インターネットによる情報収集がどの程度ま

で発達するのか想像もつきませんが、病院図

書館の必要性がなくなることはないでしょう。

子供のころ、待ち佗びた新刊雑誌を手にする

時の新鮮さとその喜びを無くしたくはないも

のです。インターネットが病院に導入される

日を待ちわびながら、診療の合間に少しでも

図書館に足を運ぶようこころかけています。

最後に、恒例に従って臨床病理関連雑誌の

Ｉｍｐａｃｔｆａｃｔｏｒを記しておきます。

１４３－
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表 臨床病理関連雑誌のＩｍｐａｃｔ Ｆａｃｔｏｒ（１９９６）

Ｉｍｐａｃｔ Ｆａｃｔｏｒ Ｉｍｍｅｄｉａｔｅ

８．９５８

７．２４６

４．６４０

４．４２４

Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｊｏｕｒｎａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ

Ｊｏｕｒｎａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｊｏｕｒｎａｌ Ｓｕｒｇｉｃａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｊｏｕｒｎａｌ Ｃａｎｃｅｒ

Ｈｕｍａｎ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｊｏｕｒｎａｌ Ｃａｎｃｅｒ

Ｃａｎｃｅｒ

Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｊｏｕｒｎａｌ Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｊｏｕｒｎａｌ Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ

Ｈｉｓｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｖｉｒｃｈｏｗｓ Ａｒｃｈｉｖ

Ｃｙｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｕｌｔｒａｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ Ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

Ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ Ｃｙｔｏｐａｔｈｏｌｏｇｙ

３．７９７

３．６６６

３．６５９

３．５３４

３．２９６

３．１６２

２．５２２

１．８３９

１．７３４

１．７１８

１．０６３

０．９３０

０．９０３

Ｉｎｄｅｘ

０．９８２

０．７８１

０．４９２

０．３７０

０．４１８

０．２９３

０．２６５

０．３４４

０．３６８

０．５５０

０．３９７

０．０００

０．２７８

０．０４１

０．１３７

０．０３０

０．０７４

出典「ＪｏｕｎａｌＣｉｔａｔｉｏｎＲｅｐｏｒｔＲ’１９９６」
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